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歴史意識を育成する歴史教育論に基づいた日本史授業開発
―鎌倉時代の単元を事例に―
宇都宮 明 子
The Development of Lesson of Japanese History based on a History Education Theory to
Foster Historical Consciousness: A case of an Unit ”the Kamakura Period”
Akiko UTSUNOMIYA
要 旨
本稿は，日本とドイツの歴史意識研究に関する一連の継続研究の最終段階に位置づき，これまでの
研究成果を踏まえて構築した歴史教育論に基づいた日本史授業を開発することで，研究を総括するも
のである。
本稿では，まず，既に発表している歴史教育論の概略を提示する。継続研究を通して，日独の歴史
意識研究の比較考察に基づいて構築した歴史教育論とは，教育目的としての歴史意識から意味形成し
た教師が到達させたい歴史認識と子どもが獲得するコンピテンスの相互作用を通して子ども自身がそ
の意味形成としての歴史認識を形成することで歴史意識を育成するものであることを論じる。次に，
構想した歴史教育論に基づいた日本史授業開発の手順を考察した上で，本稿で構想した教授・学習書
の形式で鎌倉時代を単元とする日本史授業とその評価規準を提案する。
継続研究は，日本の歴史学習の変革を可能にする歴史教育論を構築することで理論レベル，その歴
史教育論に基づいた日本史授業を開発することで実践レベルの変革の方途と方策を提案していると判
断し，本継続研究を総括する。
【キーワード】歴史意識，歴史認識，歴史教育論，日本史授業開発
Ⅰ．研究の目的
本稿は日本とドイツの歴史意識研究に関する一連の継続研究に位置づく。これまで，両国それぞれの歴
史意識研究の分析研究，両国の歴史意識研究の比較研究，さらにこれらの成果を踏まえて歴史意識を育成
する歴史教育論を構築する研究を実施してきた。
日本の歴史意識研究の分析研究では，歴史意識研究を戦前・1950年代・1960年代・1970年代以降に区分
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し，各時期にどのような歴史意識研究が実施されていたのかを考察し，日本では戦後，歴史意識は発達心
理学上の方法手段概念とされたことで，歴史意識をどのように育成するのかを明らかにするという歴史意
識研究に課せられていた本来の使命を果たせず，歴史教育学研究において確固たる地位を確保できなかっ
たことを明らかにした1）。
ドイツの歴史意識研究の分析研究では，ヤイスマン，リューゼン，ボリース，パンデルという歴史教育
学者の論説に基づいて歴史意識研究を考察し，歴史意識が教育目的概念として概念規定されたことで歴史
意識が教授学理論として機能することとなり，歴史教育学研究の中核的な研究対象として不動の地位を得
たことを究明した2）。
日本とドイツの歴史教育学研究の比較研究では，両国の代表的な歴史意識研究を事例として取り上げ，
両国の歴史意識研究の相違が歴史意識の概念規定，歴史意識と歴史認識の関係性の相違，中心的カテゴリー
の相違をもたらし，両国独自の歴史教育学研究の発展へとつながったことを解明した3）。
歴史教育論を構築する研究では，日本とドイツ両国の歴史意識研究の比較考察に基づいて歴史教育学研
究の課題を明らかにし，その課題を克服する方策を検討することで，歴史教育論を構築した4）。
これらの展開から分かるように，本継続研究は単に両国の歴史意識研究の相違を浮き彫りにする比較研
究を目的とするではなく，次の2つの目的を設定している。第1の目的は，日本とドイツの歴史意識研究
の比較検討を通した両国の歴史教育学研究の成果と課題の考察から，課題を克服する手立てを究明し，そ
の手立てを組み入れた新しい歴史教育論を構想することである。第2の目的は，構築した歴史教育論に基
づいて，歴史意識の育成を目標とする日本史授業を開発することである。本継続研究は，これら2つの目
的を達成することで，日本の歴史学習を変革するための理論と実践両レベルに亘る方途と方策を提示する
ことをめざすものである。
本継続研究は現段階において第1の目的まで達成しており，本稿では最終段階として，構築した歴史教
育論に基づいて日本史授業を開発することを図る。そこで，第Ⅱ章で既に発表している歴史教育論の概略
を提示し，第Ⅲ章でその歴史教育論に基づいて日本史授業を開発する手順を示した上で，開発した授業を
提案する。以上の考察を踏まえて，理論と実践レベルの両面から日本の歴史学習を変革するための方途と
方策を提案したい。
Ⅱ．歴史意識を育成する歴史教育論の提示
本章では，歴史意識を育成する歴史教育論を提示する。既に他論考において，構築した歴史教育論を提
案しているので，本稿では概略のみ示すこととする。日本とドイツの歴史意識研究の比較考察に基づいて
構築した歴史教育論が，次頁の図1である。
この歴史教育論では，教育目的としての歴史意識，教師が到達させたい歴史認識，子どもが獲得するコ
ンピテンス，子どもが形成する歴史認識，子どもの歴史意識が構成要素となる。教育目的としての歴史意
識の育成が，この歴史教育論の前提である。この歴史教育論では，教育目的としての歴史意識はドイツ歴
史教育学研究の成果を踏まえ，パンデルの歴史意識の7つの次元で具体化する。さらに，子どもが獲得す
るコンピテンスは，パンデルのコンピテンス・モデルの史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンス，語
りコンピテンス，歴史文化コンピテンスで具体化する。
教育目的としての歴史意識を育成することが前提であるので，教師が到達させたい歴史認識は A の過
程を経て導かれることになる。教師は各単元においてパンデルの歴史意識の7つの次元のどれを育成する
ことができるかを考察しながら歴史認識を確定しなくてはならない。ここでは歴史意識に基づいた歴史認
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識という認識内容が重視される。この歴史認識を設定する際には，社会諸科学の成果を取り入れて優れた
歴史認識の形成をめざしてきた日本の歴史教育学研究の成果とともに，歴史意識に基づいて語りとしての
意味形成を図るドイツの歴史教育学の成果を取り入れている。
子どもが獲得するコンピテンスは，教師が到達させたい歴史認識と並列して作用する要素である。教師
が到達させたい歴史認識は子どもの探究過程を通して獲得される。この探究過程において子どもは多様な
コンピテンスを発揮させていくことで，教師が到達させたい歴史認識を獲得していく。教師が到達させた
い歴史認識と子どもが獲得するコンピテンスが相互作用することで，知識・資質・能力に亘る汎用的能力
が育成されるのである。ここでは，歴史認識の獲得過程を子どもの探求過程と捉える日本の歴史教育学研
究の成果とコンピテンス・モデルに基づいてコンピテンスを獲得するというドイツの歴史教育学研究の成
果が取り入れられている。
子どもが形成する歴史認識は，教師が到達させたい歴史認識や獲得したコンピテンスを通して子ども自
身で形成する。子どもは史資料を読解したり，解釈したり，自らの生活世界と関連づけたりしながら，歴
史を語ることになる。ここでは，子ども自身が意味形成を通して歴史を語ることで歴史認識を形成すると
いう認識方法が重視される。その子どもの語りは教師が到達させたい歴史認識とコンピテンスを育成する
子どもの活動の相互作用がなされるＢの過程を踏まえることで，歴史意識の育成が保証される。ここでも
教師が到達させたい歴史認識という日本とドイツの歴史教育学研究の成果とコンピテンス・モデルに基づ
く活動というドイツの歴史教育学の成果がともに重要な意義を有している。
子どもの歴史意識は，子どもが教師が到達させたい歴史認識や子どもが獲得するコンピテンスを基盤と
しつつ，歴史を語るという学習活動を通して自ら形成した歴史認識が内的に醸成されていくＣの過程を経
ることで育成される。ここでの学習は，優れた歴史認識を通して歴史意識を育成するという歴史認識から
図1 構想した歴史教育論（筆者作成）
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歴史意識へと向かう日本の歴史教育学研究の成果に基づいている。
各単元において教師が到達させたい歴史認識はパンデルの7つの次元のどれかに即して確定されたもの
であり，一単元のみで教育目的としての歴史意識が形成されるわけではない。各単元においてＡ→Ｂ→Ｃ
というサイクルを反復することで，単元を通した教育活動で繰り返し歴史意識の醸成が強化されるＤの過
程を経て子どもの歴史意識は教育目的としての歴史意識へと高まっていくのである。
以上から，日本とドイツの歴史意識研究の比較考察に基づいて構築した歴史教育論とは，教育目的とし
ての歴史意識から意味形成した教師が到達させたい歴史認識と子どもが獲得するコンピテンスの相互作用
を通して子ども自身がその意味形成としての歴史認識を形成することで歴史意識を育成するものであると
まとめることができる。
Ⅲ．鎌倉時代を単元とする日本史授業の開発
本章では，第Ⅱ章で提示した歴史教育論に基づいて，日本史授業を開発する。その開発に向けて，構想
した歴史教育論に基づいた日本史授業開発の手順を考察した上で，その手順に沿って開発した鎌倉時代を
単元とする日本史授業を提案する。
1．授業開発の手順
第Ⅱ章で明らかにした通り，構想した歴史教育論は，教育目的としての歴史意識，教師が到達させたい
歴史認識，子どもが獲得するコンピテンス，子どもが形成する歴史認識，子どもの歴史意識という構成要
素からなる。全単元を通して成長が図られる教育目的としての歴史意識以外の4つの構成要素を各授業に
組み入れなくてはならない。教師が到達させたい歴史認識と子どもが獲得するコンピテンスは各授業で設
定可能であるが，子どもが形成する歴史認識は教師が到達させたい歴史認識と子どもが獲得するコンピテ
ンスを踏まえて形成されるものであるので，設定するのは不可能である。
授業開発においては設定できる構成要素を明らかにすることが肝要となる。そこで，授業開発は，
教育目的としての歴史意識を踏まえた教師が到達させたい歴史認識の設定
↓
この歴史認識の獲得過程における子どもの活動の設定
↓
子どもの活動から導かれる子どもが獲得するコンピテンスの設定
という手順を採ることになる。
この手順から鑑みると，従来の日本の歴史教育学研究の代表的な授業計画書とされてきた教授書ではこ
れらの設定に対応できないことが判明する。それは，教授書は教師の発問，資料，教授・学習活動，子ど
もに獲得させたい知識という項目からなる指導計画に基づいており，子どもの活動や子どもが獲得するコ
ンピテンスが指導計画に組み込まれていないからである。教授書は「教師がよりよい授業をするための授
業計画書」5）であるため，子どもの活動やその活動を通して獲得するコンピテンスは項目に組み込まれてい
ないのである。しかし，本歴史教育論では，子どもの活動や子どもが獲得するコンピテンスは授業の構成
要素であり，項目に組み入れなくてはならない。さらに，授業を通して獲得する子どもの歴史意識も不可
欠な項目である。そこで，本稿では，教師の働きかけ，子どもの活動と活動を通して獲得するコンピテン
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ス，子どもが形成する知識，授業で育成する歴史意識という項目からなる授業計画書を作成する。これら
の項目においては，教師の教授と子どもの学習活動の双方が相互作用的に重要な役割を果たしているの
で，この授業計画書を教授・学習書と呼ぶこととする。教授・学習書の形式は以下の通りである。
教師の働きかけなくして子どもの活動はありえないため，教師の働きかけは授業において重要な役割を
果たす。この教師の働きかけは，子どもの活動を促すための発問と史資料の提示が中心となるため，教授・
学習書では，教授書の教師の発問や資料の項目をまとめて教師の働きかけという項目とする。子どもの活
動と活動を通して獲得するコンピテンスの項目は，教授書にはないものの，教授書で想定されている子ど
もの探求過程とその探求で子どもが獲得するコンピテンスを明示化したものである。この探求過程を子ど
もの活動として具体化し，そこで獲得するコンピテンスを設定する。子どもが形成する知識は，教授書に
おける子どもに獲得させたい知識と同義ではない。教授書における子どもに獲得させたい知識は，本稿で
構想した歴史教育論の構成要素の1つである教師が到達させたい歴史認識と同義である。教授・学習書に
おける子どもが形成する知識には，教師が到達させたい歴史認識だけでなく，それを踏まえた子どもの活
動を通して子ども自身が形成する歴史認識も含まれる。授業で育成する歴史意識は，授業を通した最終的
な到達目標を表しており，子どもに獲得させたい知識を到達目標とする教授書にはない項目である。次節
では，これらの項目からなる教授・学習書の形式において鎌倉時代を単元とする日本史授業を開発する。
（以下では，高校生を対象とした日本史授業に関する論述となるので，子どもではなく，生徒という呼称
を使用する。）
次節での日本史授業の開発に先立ち，日本史授業で教師が到達させたい歴史認識や生徒の活動をどのよ
うに設定するのかを検討する。教師が到達させたい歴史認識を設定するための具体的な論点は2点ある。
第1は各単元においてどの歴史意識の次元を育成するのか，第2はどのような歴史認識を形成するのかと
いう歴史意識と歴史認識に関する論点である。歴史意識に関しては，図1の通り，本稿ではパンデルの歴
史意識の7つの次元からなる構造規定を採用する。歴史認識を設定するためには，歴史意識の7つの次元
のどの次元を育成するのかを考察しなくてはならない。歴史認識に関しては教師が到達させたい歴史認識
は各単元でそれぞれ異なるために，単元ごとに設定する必要がある。この設定に際して，教師が到達させ
たい歴史認識の条件は3つ考えられる。第1は，歴史意識の次元を育成できるということである。教師が
到達させたい歴史認識は教育目的としての歴史意識から導かれるために，必然的に歴史意識を基盤とし，
歴史意識を促進することが求められる。第2は，説明的知識，つまり，理論や解釈であるということであ
る。教師が到達させたい歴史認識は，生徒が形成する歴史認識の前提であり，生徒は教師が到達させたい
歴史認識をさらに解釈したり，再構成したりすることになる。事実的知識では解釈や再構成の余地はない
ので，説明的知識でなくてはならない。そこで，社会諸科学の成果，とりわけ歴史家が提示する複数の理
論や解釈を踏まえて意味形成した説明的知識とする。第3は，多様な解釈に開かれているということであ
る。生徒が形成する歴史認識とは，生徒による意味形成を通した歴史の語りである。教師が到達させたい
歴史認識は説明的知識でなくてはならないので，主として社会諸科学の成果が中心となるが，生徒の意味
形成は社会諸科学の成果のみならず，小説や絵画，現物資料など多様な史資料を活用し，それらを関連づ
けながら形成することが望ましい。この生徒の意味形成を保証するためには，前提となる教師が到達させ
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たい歴史認識が一義的な解釈であってはならず，多様な解釈に開かれており，生徒各自の解釈を可能にし
なくてはならないのである。
生徒の活動では，歴史意識と同様に，パンデルの研究成果に依拠し，史資料読解コンピテンス，解釈コ
ンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスからなる4つのコンピテンスの育成が図られる活
動を組み入れていく。
次節では，この教師が到達させたい歴史認識と生徒の活動を踏まえ，生徒が意味形成することで各自が
歴史認識を形成し，歴史意識を育成する鎌倉時代を単元とする日本史授業を教授・学習書の形式において
提案する。
2．教授・学習計画書の提示
本節では，鎌倉時代を単元とする日本史授業を開発する。授業開発に向けて，前述の通り，授業開発に
おいて設定できる構成要素を明らかにする必要がある。そこで，まず，教師が到達させたい歴史認識の条
件を踏まえ，本単元における教師が到達させたい歴史認識を考察し，次にこの歴史認識の獲得過程におけ
る生徒の活動とそこで生徒が獲得するコンピテンスを検討し，授業の構想を明らかにする。そして，その
授業構想に基づいて，本単元の教授・学習計画書を提示する。また，開発単元では，生徒が歴史認識を形
成するまでのＢの過程やその歴史認識を通して歴史意識を育成するＣの過程を評価する必要があるため，
授業開発に合わせて，ＢやＣの過程を評価するための評価規準を作成する。
第1項 本単元における授業構想
⑴ 教師が到達させたい歴史認識の設定
まず，本単元で設定する歴史認識を考察する前に，平安時代後期から安土桃山時代に及ぶ中世史のどの
時期に着目するかという時代設定が必要である。どの時代においても歴史意識を育成する日本史授業を開
発することが可能であるが，本研究では特に鎌倉時代を単元として選択する。
その第1の理由は，歴史学において鎌倉時代に関する多様な解釈が提起されており，豊富な成果が蓄積
されているからである6）。一つに教科書や資料集を通して生徒が獲得する御恩と奉公の関係から読み取る
武士の時代という解釈である。二つに，武士は幕府だけでなく，公家とも主従関係を結んでいたという事
実から朝廷も幕府と同様の勢力を維持していたとする公武二元論という解釈である。三つに，世俗権力に
匹敵する権力と財力を獲得するという要求を強訴という手段を通して貫徹しようとする僧侶も勢力を掌握
していたとする権門体制論という解釈である。四つに，支配者からの過酷な課税に苦しむ弱い立場におか
れた農民たちがその社会的制約のもとで一致団結して抵抗した一揆の時代という解釈である。どの解釈に
基づくかで育成される歴史意識や鎌倉時代の歴史描写は全く異なるため，歴史意識の多様な次元の育成や
多様な歴史描写が可能となろう。
第2の理由は，鎌倉時代が歴史意識の育成に有効に機能する時代だからである。鎌倉時代は，公家の社
会から武家の社会への転換期と考えられたため，江戸時代の武士階級にとり鎌倉時代は自身の起源であ
り，アイデンティティ意識に影響を持つ時代であった。また，江戸時代の江戸の民衆にとっては，東の京
である鎌倉は自らの起源としての古都であり，同様にアイデンティティ意識に作用した。近代においては
新田義貞，楠正成，護良親王など南北朝の争乱に関わる人物が鎌倉において祀られたり，伝説が史実とし
て碑文に刻まれたりすることで，天皇と国家への忠誠が図られ，国民としてのアイデンティティの醸成に
おいて鎌倉は特別な意味を持った。多くの伝説の史実化は現実意識に有効に機能する。鎌倉時代は単に鎌
倉時代で完結するのではなく，後世の時代に波及効果を及ぼしており，この波及効果が歴史意識の醸成を
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可能にするのである。
これら2つの理由から，多様な解釈を提起し，歴史意識の育成に有効に機能する鎌倉時代を本単元で扱
う時代として選択し，鎌倉時代に関する歴史認識を設定すれば，教師が到達させたい歴史認識の3つの条
件を満たすことも可能になると考える。鎌倉時代に関する解釈（中世における鎌倉時代の意味）にとどま
らず，近世や近代における鎌倉時代の意味までも包摂した鎌倉時代の解釈を提示することで，歴史意識の
次元の育成や解釈＝説明的知識の獲得やそれを踏まえた生徒自身の鎌倉時代解釈の描写で，3つの条件を
満たすことができよう。
以上から，時代を越えた鎌倉時代の意味を問うことで，現実意識・時間意識・歴史性の意識・政治意識・
アイデンティティ意識といった歴史意識の次元を育成するとともに，教師が提示する中世や近世や近代に
おける鎌倉時代の意味を踏まえて，生徒が鎌倉時代とはどのような時代で，現在にどのような意味を有し
ているのかを語る授業を開発する。
⑵ 生徒の活動と生徒が獲得するコンピテンスの設定
⑴では，中世史単元において教師が到達させたい歴史認識は，中世や近世や近代における鎌倉時代の意
味に関する解釈であり，この解釈を踏まえ，生徒が鎌倉時代が持つ現在における意味を語る授業を開発す
ることを明らかにした。本単元では，生徒の活動として，大きく4つの活動を想定する。
第1が，中世・近世・近代における鎌倉時代の意味を読み取り，鎌倉時代とはどのような時代であった
のかを明らかにする活動である。この活動で，生徒は中世・近世・近代の時期ごとに教師が示す史資料を
読解し，その史資料が作成された意図を読み取り，解釈する。そして，この解釈に基づいて，各時期にお
いて鎌倉時代が持つ意味を解明するのである。この活動を通して，史資料読解コンピテンス，解釈コンピ
テンスが育成される。
第2が，第1の活動で獲得した鎌倉時代像を踏まえ，グループで鎌倉時代像を構築する活動である。こ
こでは，生徒は鎌倉時代を解釈するための新たな史資料をグループで収集し，読解する。その読解におい
ては，自身や他者が収集した史資料を筆者やその時代の意図や観点に基づいて分類し，関連づけたり，そ
の関連づけから多様な意味内容を読み取ったりする。これらの読解を踏まえ，グループで鎌倉時代につい
ての歴史描写を形成するのである。そして，グループで形成した歴史描写を発表し，討論する。この活動
で，史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスが育成され
る。
第3が，第1の活動で獲得した鎌倉時代像，グループで構築した鎌倉時代像を踏まえ，生徒各自が鎌倉
時代像を再構築する活動である。生徒は，グループで形成した歴史描写の発表や討論を受けて，これまで
収集した史資料に自身が収集した史資料を追加し，全史資料を関連づけながら，より妥当で有効な意図や
観点を設定して鎌倉時代の歴史描写を個人で形成する。この活動を通して，史資料読解コンピテンス，解
釈コンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスが育成される。
第4が，現代社会において鎌倉時代が有する意味を考察する活動である。生徒は現在における鎌倉時代
に関する名残を調査し，その名残が現在まで継承されている理由や新たに形成された理由を検討すること
で，自身の生活世界に即して鎌倉時代の意味を考察する。この活動で，史資料読解コンピテンス，解釈コ
ンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスが育成される。
これら4つの活動を通して，史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンス，語りコンピテンス，歴史文
化コンピテンスを統合的に育成するとともに，鎌倉時代像やその現在における意味に関する歴史認識を深
化させていくのである。
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本単元では，中世，近世，近代における鎌倉時代の意味の探究を通して，鎌倉時代が各時期の状況に応
じた社会の要請に即して多様な意味が付与され，解釈されたことを把握することで，自身の意味づけを通
して鎌倉時代を各自で解釈することが図られる。そのため，歴史学の成果としての鎌倉時代に関する多様
な解釈を獲得することが意図されるのではなく，幕府が鎌倉に創設されたことが持つ中世における意味，
近世や近代にみられる鎌倉時代の名残が持つ近世や近代における意味を推量することで，鎌倉時代の意味
を新たに再構築する日本史授業を開発する。各時期における鎌倉時代の意味に関しては，とりわけ関幸彦
の研究成果7）に依拠し，それに基づいて開発していくこととする。
第2項 本単元の教授・学習計画書
本項では，各時期において鎌倉時代が持つ意味に関する歴史認識を踏まえ，生徒が鎌倉時代の意味を再
構築する日本史授業を開発する。以下に提示しているのが，開発した単元の教授・学習計画書である。
鎌倉時代の単元の教授・学習計画書
1．単元の目標
中世・近世・近代における鎌倉時代が持つ意味を読み取り，各時期における鎌倉時代像という教師が到
達させたい歴史認識を踏まえ，生徒が鎌倉時代像を描写し，鎌倉時代の現在的意味を考察することで，現
実意識を中核として歴史意識を育成する。
2．到達目標
①中世・近世・近代における鎌倉時代の意味を読み取り，鎌倉時代とはどのような時代であったのかを明
らかにする。（教師が到達させたい歴史認識，史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンスの獲得）
②①で獲得した鎌倉時代像を踏まえ，グループで鎌倉時代像を構築する。（教師が到達させたい歴史認識
の検討とグループでの歴史認識の形成，史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンス，語りコンピテンス，
歴史文化コンピテンスの獲得）
③①で獲得した鎌倉時代像，グループで構築した鎌倉時代像を踏まえ，生徒各自が鎌倉時代像を再構築す
る。（教師が到達させたい歴史認識の再検討，グループで形成した歴史認識の検討と個人での歴史認識の
再形成，史資料読解コンピテンス，解釈コンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスの獲得）
④鎌倉時代が現代社会において有する意味を考察する。（個人での歴史認識の形成，史資料読解コンピテ
ンス，解釈コンピテンス，語りコンピテンス，歴史文化コンピテンスの獲得）
3．単元の構成（7時間）
・中世における鎌倉時代の意味の考察 1時間
・近世における鎌倉時代の意味の考察 1時間
・近代における鎌倉時代の意味の考察 1時間
・グループでの鎌倉時代像の構築 2時間
・個人での鎌倉時代像の構築



2時間
・現代における鎌倉時代の意味の考察
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4．単元の展開
○中世において鎌倉時代
はどんな意味を持ったの
だろう？
●武士とはどんな存在な
のだろうか？
バズ＝グループ
一寸法師に関する2つ
の問いを提起，グルー
プのメンバーで考えを
交換し，問いに対する
答えをまとめるよう指
示
・一寸法師に出てくる
キーワードは何を意味し
ているのだろう？
資料①の提示
・一寸法師からどのよう
な武士の存在が読み取れ
るだろうか？
●なぜ王朝国家において
武士という新たな存在が
生じたのだろう？
バズ＝グループ
毒瓜に関する2つの問
いを提起，グループの
メンバーで考えを交換
し，問いに対する答え
をまとめるよう指示
・グループで一寸法師の物
語を読み解く
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・一寸法師の学習を踏まえ
て王朝国家における武士の
位置づけを明らかにする
・鬼は無縁的世界に住む反国家・社会
的敵対物，針の刀は武力の象徴，打出
の小槌は無縁的世界での支配の正当性
を象徴する万能の宝器，三条姫君は王
朝の権門の象徴，流人貴族の末裔であ
る一寸法師は王朝との関係性の象徴で
ある。
・一寸法師は，王朝国家に従わない異
域を武力で征服し，支配の正当性を象
徴するものを所有して公家権門の権威
を借りることで，武家権門として成長
する武士の姿を象徴している。
●武士とは王朝国家の権威に基づいて
自らを正当化し，武力を職能として権
門にまで成長した存在
現実意識
展
開
教師の働きかけ
（発問・資料等）
生徒の活動と活動を通し
て獲得するコンピテンス
生徒が形成する知識
育成する
歴史意識
導
入
Ｑ．鎌倉時代というとど
んなイメージを持つだろ
う？
Ｑ．鎌倉時代は私たちに
とってどんな意味がある
のだろうか？
Ｑ．鎌倉時代は現在とは
関係がないのだろうか？
◎鎌倉時代とはどんな時
代なのだろうか？
・鎌倉時代に対するイメー
ジを形成する
・鎌倉時代が現在に持つ意
味を考える
・自身の生活世界から鎌倉
時代を考える
Ａ．鎌倉時代は武士の時代である。貴
族の時代から武士の時代に変わった時
代。
Ａ．私たちとは関係のない昔の時代の
ことだから，特に意味はないのでは
…。
Ａ．分からない…。
展
開
Ⅰ
中
世
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
意
味
の
考
察
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・毒瓜の説話に出てくる
キーワードは何を意味し
ているのだろう？
資料②の提示
・毒瓜の説話からどのよ
うな国家の変化が読み取
れるだろうか？
バズ＝グループ
請負制に関する2つの
問いを提起，グループ
のメンバーで考えを交
換し，問いに対する答
えをまとめるよう指示
・請負という変化が起き
たのは中央だけだろう
か？地方にはないのだろ
うか？
・請負制に基づく政治や
社会の変化は何をもたら
すだろう？
●王朝国家の請負制のも
とで鎌倉幕府はどのよう
に解釈できるだろう？
バズ＝グループ
頼朝の密奏に関する4
つの問いを提起，グ
ループのメンバーで考
えを交換し，問いに対
する答えをまとめるよ
う指示
・源平の争乱の中で後白
河院に送った頼朝の密奏
からどのような意図が読
み取れるだろう？
・頼朝はなぜこのような
密奏を送ったのだろう？
・グループで毒瓜の説話を
読み解く
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・グループで中世における
権力構造の変動を考察する
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・請負制に関する学習を踏
まえて王朝国家において武
士が成立した理由を明らか
にする
・グループで教科書，資料
集・資料③から頼朝の密奏
を読み解く
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・毒瓜は反国家・社会的敵対物，道長
は王朝国家の象徴である。観修は修験
僧，安倍清明は陰陽師，丹波忠明は医
師，源義家は武士としてそれぞれの職
能に応じて王朝国家の敵対物から王朝
国家を守ったことを意味する。
・王朝国家は，天皇・太政官に一元化
された権力の集中化がされた中央集権
的国家である。各専門的な職能に応じ
て王朝国家を守るという毒瓜の説話
は，権力の集中化が解体し，職能を分
担する請負的原理のもとで王朝国家が
再編されたことを意味し，国家の在り
方が変化したことが読み取れる。
・地方の政治では受領支配，在庁官人
による留守所体制，目代といった代官
制度等，請負制はみられる。地方の社
会でも，荘園での田堵・名主層，名を
単位とする請負制がみられる。
・職能を持つ集団が力を強める。→宗
教を担当する権門「寺社家」，武力を
請け負う権門「武家」を生みだし，王
朝国家の政務を請け負う権門「公家」
という三者の権力補完構造をもたらし
た。
●古代律令国家の均一的・画一的統合
が困難となる社会の変化の中で，権力
に従わない異域を編入・統合するため
に，武士という武家権門が不可欠で
あったから。
・源平両氏への軍事権の委任と東国・
西国地域の両氏による分割支配を認め
て欲しいという意図。
・反乱勢力として出発した頼朝である
が王朝国家の請負制のもとで正当性や
現実意識
歴史性の
意識
政治意識
歴史性の
意識
政治意識
政治意識
政治意識
政治意識
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・頼朝の意図はどんな形
で認められるだろう？
補足説明
・なぜ頼朝はその意図を
後白河院に認めてもらい
たかったのだろう？
シンク＝ペア＝シェア
個人の考察をペアと
なった生徒の考察と比
較し，整理した上で，
グループで話し合い，
まとめるよう指示
・頼朝の密奏の学習を踏ま
えて鎌倉幕府を王朝国家に
位置づける
・これまでの学習を踏ま
え，グループで中世におい
て鎌倉時代が持つ意味を総
括する
支配権を認めてもらいたかったから。
・寿永二年の宣旨で反乱勢力からの脱
却を果たし，王朝国家内で正規の地位
が与えられた。文治元年の宣旨で守
護・地頭の設置が認められ，日本国守
護権という国家権力内部での正当な地
位を得た。建久三年には上洛すること
で武権としての地位を確立した。
・王朝国家の体制の外で成立した異端
の政権である鎌倉政権を王朝国家の請
負制のもとで位置づけることで正当な
政権となり，西の王朝と対等な勢力を
持つことをめざしたから。
●鎌倉幕府とは，王朝国家の請負制の
もとで政権を安定させることで東西の
地域的偏差を解消することを可能にし
た東の政権である。
○古代律令国家以来の公家権門では収
めきれない世界を平定し一元的支配を
可能にした武士が王朝国家に位置づき
権門へと成長し，東西の地域的偏差を
解消するという意味を持った。
政治意識
政治意識
○近世において鎌倉時代
はどんな意味を持ったの
だろう？
ワード＝ウェッブ
近世における鎌倉時代
に関する2つの問いを
提起，史資料から名残
を列挙し，関連づけて
2つの問いに対する回
答をまとめるよう指示
・近世にはどのような鎌
倉時代の名残がみられる
だろう？
資料④～⑨の提示と各
史資料に関する補足説
明
・グループで近世における
鎌倉時代の名残を読み取る
（近世における鎌倉時代の
発見）
↓
史資料読解コンピテンス
・①江戸幕府の地誌編纂－『新編武蔵
風土記稿』，『新編相模国風土記稿』と
いう幕府中枢の武蔵と鎌倉を含む相模
国のみの地誌編纂がなされた。
②史書・史論書－『本朝通鑑』，『大日
本史』江戸時代前期には武家政権を擁
護するため王権から武権の流れを必然
として鎌倉幕府を肯定する評価が，後
期には王権不変論を強調するため王権
の連続性の中で守護権・軍事権を委ね
られた鎌倉幕府は王権と共存する武権
として評価された。
③頼朝の墓の修復－1772～1781年に薩
摩の島津氏が尽力して修復し，その墓
に隣接して島津氏や毛利氏がそのルー
ツとなる島津忠久や大江広元の墓も建
てた⇒藩の流祖を鎌倉に引き寄せるこ
とで正当性を示した。
④紀行・地誌－数多く出版され，鎌倉
は物見遊山の景勝地として庶民も含む
江戸の人々の古都とされた。
歴史性の
意識
時間意識
展
開
Ⅱ
近
世
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
意
味
の
考
察
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・なぜこれらの鎌倉時代
の名残が近世に作られた
のだろう？
シンク＝ペア＝シェア
個人の考察をペアと
なった生徒の考察と比
較し，整理した上で，
グループで話し合い，
まとめるよう指示
○近代において鎌倉時代
はどんな意味を持ったの
だろう？
ワード＝ウェッブ
近代における鎌倉時代
に関する2つの問いを
提起，史資料から名残
を列挙し，関連づけて
2つの問いに対する回
答をまとめるよう指示
・近代にはどのような鎌
倉時代の名残がみられる
だろう？
資料⑩～⑮の提示と各
資料に関する補足説明
教科書や資料集からも
読み取るよう指示
・グループで近世における
鎌倉時代の名残が持つ意味
を考察する（中世から近世
への変化の中での鎌倉時代
の意味の考察）
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・これまでの学習を踏ま
え，グループで近世におい
て鎌倉時代が持つ意味を総
括する
・グループで近代における
鎌倉時代の名残を読み取る
（近代における鎌倉時代の
発見）
↓
史資料読解コンピテンス
⑤能・謡曲－幸若舞の景清のイメージ
が歌舞伎十八番の「景清」になる。景
清の娘人丸は中世末の伝説上の人物で
あるが，謡曲で人気を博し，実在への
期待が高まり，史蹟となった。
・江戸幕府の地誌編纂，史書・史論
書，頼朝の墓の修復がなされたのは，
武家政権である江戸幕府にとって，武
家政権の出発点である鎌倉幕府をどの
ように評価するかは江戸幕府自体のア
イデンティティに関わる問題であった
から。
紀行・地誌が出版され，能・謡曲が人
気を博したのは，鎌倉幕府が江戸幕府
にとり重要な意味を持っただけでな
く，鎌倉は江戸の庶民にとっての古都
であり，文化としても京と並んで重要
な意味を有し，彼らのアイデンティ
ティに関わる問題であったから。
○武権の基盤として認識されていた鎌
倉幕府は江戸幕府のアイデンティティ
形成，自らの起源として認識されてい
た古都鎌倉は江戸庶民のアイデンティ
ティ形成において重要な意味を有して
いた。
・①文部省唱歌－例1．鉄道唱歌（1906
年）では，6～9番が鎌倉の名所に
なっている。例2．尋常小学校唱歌の全
118曲の内24曲が歴史に関連し，その
半数以上が中世に関する唱歌である。
②鎌倉町青年会の碑文－『太平記』に
記された稲村ヶ崎での新田義貞の伝説
が真実として碑文に記された。
③鎌倉宮や葛原岡神社といった鎌倉の
新名所－鎌倉宮は建武新政の立役者で
足利尊氏と対立し，殺害された護良親
王を祀る神社，葛原岡神社は正中・元
弘の変に関わり，鎌倉に送られ，葛原
岡で殺害された日野俊基を祀った神社
⇒南朝に関わる人物の顕彰。
④明治・大正政府による贈位運動－中
世に関しては，楠正成，新田義貞，日
伝説から
史実への
変化→現
実意識
歴史性の
意識
時間意識
政治意識
アイデン
ティティ
意識
歴史性の
意識
時間意識
唱歌・碑
文などに
みられる
伝説の史
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実意識
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・なぜこれらの鎌倉時代
の名残が近代に作られた
のだろう？
シンク＝ペア＝シェア
個人の考察をペアと
なった生徒の考察と比
較し，整理した上で，
グループで話し合い，
まとめるよう指示
・グループで近代における
鎌倉時代の名残が持つ意味
を考察する（中世から近代
への変化の中での鎌倉時代
の意味の考察）
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス
・これまでの学習を踏ま
え，グループで近代におい
て鎌倉時代が持つ意味を総
括する
野俊基など南朝の忠臣，北条時宗，竹
崎季長など元寇で活躍した武士への贈
位が多い。⇒南朝の正当化と対外的危
機における民族意識の高揚が狙い。
⑤近代の歴史学－例1．南北朝正閏論
争では，南北両統のどちらを正当とす
るかが論争された。例2．原勝郎『日
本中世史』，内田銀蔵『日本近世史』
では，封建制を共通点とした日本と西
欧の同一性を論じる史観が提示され
た。⇒脱亜入欧のための発想。
・文部省唱歌，鎌倉町青年会の碑文，
鎌倉の新名所，贈位運動，南北朝正閏
論争がなされたのは，王権の連続性を
説くために，武権で王権を倒した足利
尊氏を否定しなくてはならず，南朝の
忠臣を顕彰することで王政復古を図る
必要があったから。歴史学で封建制を
核として日本と西欧の同一性が論じら
れたのは，日本の歴史の非アジア性を
説くことで，脱亜入欧を図る必要が
あったから。
○王政復古をめざした近代は，武家政
権を否定し，王権政権の連続性を説く
必要性から建武中興に重きを置き，天
皇と国家への忠誠を図ることで国民と
してのアイデンティティを醸成すると
ともに，脱亜入欧として西欧との共通
性や非アジア性を説く必要性から封建
制に重きを置き，ヨーロッパに匹敵す
るアジアの優れた民族としてのアイデ
ンティティを形成するために鎌倉時代
は重要な意味を有した。
歴史性の
意識
時間意識
政治意識
アイデン
ティティ
意識
バズ＝グループ
グループのメンバーで
考えを交換し，鎌倉時
代に関する解釈をまと
めるよう指示
◎鎌倉時代とはどのよう
な時代だろう？
コラボラティブ＝ライティング
グループで史資料を活
用して解釈を練り上
げ，各自の担当分をつ
なげ，文章をまとめる
よう指示
・これまでの学習を踏ま
え，グループで鎌倉時代と
はどのような時代か総括す
る（教師が到達させたい歴
史認識の獲得）
・鎌倉時代を解釈するため
の新たな史資料を収集し，
読解する
・自身や他者が収集した史
資料を著者やその時代の意
図や観点に基づいて分類
し，関連づける
・分類し，関連づけた史資
料から多様な意味内容を読
み取る
・グループで鎌倉時代の歴
史描写を形成する
・各グループの歴史描写を
発表し，討論する
◎鎌倉時代とは，古代律令国家とは異
なる新たな社会的背景のもとで生み出
された構造や組織を有するため，時代
の状況に応じてそれぞれの要請に即し
て多様な意味が付与され，解釈される
時代
◎グループでの鎌倉時代の歴史描写
歴史性の
意識
時間意識
政治意識
アイデン
ティティ
意識
総
括
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徒
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成
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［教授・学習資料］ 資料①一寸法師の絵本，資料②毒瓜の説話，資料③頼朝の密奏と寿永二年の宣旨，
資料④近世における武家政権の解釈，資料⑤近世における鎌倉に対する意識，資料⑥鎌倉絵図，資料⑦鎌
倉八景，資料⑧源頼朝の墓に関する描写，資料⑨景清と人丸の浮世絵と謡曲「景清」の荒筋，資料⑩鉄道
唱歌の歌詞，資料⑪稲村ヶ崎に関する『太平記』の一節，資料⑫稲村ヶ崎に関する鎌倉町青年会の碑文，
資料⑬鎌倉宮の歴史，資料⑭葛原岡神社に関する鎌倉町青年会の碑文，資料⑮近代における中世の意味
5．評価規準
評価規準の設定にあたり，まず，知識・理解，関心・意欲・態度，資料活用の技能，思考・判断・表現
を評価の観点とする8）。これら4観点で判断することで，生徒が形成する鎌倉時代の歴史描写，つまり生
徒が歴史認識を形成するまでのＢの過程を評価することができる。しかし，生徒が形成した歴史認識を通
して歴史意識を育成するＣの過程はこれら4観点では評価が不可能なので，これら4観点を踏まえた総括
的評価の欄を追加し，本単元の目標である歴史意識が育成できているかを評価する。これらの観点と総括
的評価からなる評価規準が次頁の表1である。
本単元では，この評価規準に基づいて生徒が歴史認識を形成するまでの B の過程と，生徒が形成した
歴史認識を通して歴史意識を育成する C の過程を評価することで，教師の提示する歴史認識を踏まえた
生徒自身の歴史認識の形成と歴史意識の育成を図ることとする。
これまでの学習を踏ま
え，最終的な自身の解
釈をまとめるよう指示
○鎌倉時代は現在にとっ
てどのような意味を持つ
だろうか？
・現在にはどのような鎌
倉時代の名残がみられる
だろう？
・なぜ現在までこれらの
鎌倉時代の名残があるの
だろう？
・個人で鎌倉時代の歴史描
写を形成する
○現在における鎌倉時代の
意味を考察する
・現在における鎌倉時代の
名残を調査する
・現在における鎌倉時代の
名残が持つ意味を考察する
↓
史資料読解コンピテンス，
解釈コンピテンス，語りコ
ンピテンス，歴史文化コン
ピテンス
◎個人での鎌倉時代の歴史描写
・各自の調査内容
・各自の考察内容
○自身の生活世界に即した鎌倉時代の
意味の考察内容
宇都宮 明 子32
6．本単元の検討
本単元で扱う中世史は，歴史学においては，研究するに足る適度の史資料が現存するとともに，精緻な
研究方法に基づいて分裂性や多元性を孕んだ現在と異質な社会を解明することができる魅力に富む時代と
される9）。とりわけ，1980～90年代にかけての社会史の隆盛期には主要な研究対象が中世史とされ，多く
の社会史家が中世の時代を独自の視点で読み解いた10）。
そのため，豊富な歴史学の成果に富む中世史を単元とする多くの歴史授業がこれまで開発されている。
武士と荘園をメルクマールとする異質な中世社会とはどのような社会であったのかを明らかにしたり，こ
のメルクマールからも脱却し，社会史の視点から武士階級とは異なる立場からの中世史を解明したりする
授業が構想されてきた11）。
それに対し，本単元では，中世史自体を読み解くのではなく，中世の中でも後世に影響を及ぼした鎌倉
時代に着目し，鎌倉という時代がどのような意味を有していたのかを考察することで中世と他時代を結び
つけてその意味を問う授業構想となっている。
従来の授業構想と異なる点は次の2点である。第1は，現実意識を中核とした歴史意識の次元，生徒が
獲得する4つのコンピテンスから授業を構想する点である。従来の授業構想では，どのような立場から中
世史を描くのかという相違はあるものの，中世社会とはどのような社会であったのかを捉える歴史認識に
基づいて授業が構想される。一方，本単元では，各時代に創造された鎌倉時代や武士に関する歴史描写の
虚構性や想像性を読み解くことで現実意識を中心とした歴史意識の次元を育成する。さらに，各時期にお
表1 中世史単元の評価規準
知識・理解 関心・意欲・態度 資料活用の技能 思考・判断・表現
・鎌倉時代とは，古
代律令国家とは異な
る新たな社会的背景
のもとで生み出され
た構造や組織を有す
るため，時代の状況
に応じてそれぞれの
要請に即して多様な
意味が付与され，解
釈される時代という
教師が到達させたい
歴史認識が理解でき
ている。
・鎌倉時代を解釈するための新
たな史資料を自分で収集してい
る。
・自分や他者が収集した史資料
に取り組んでいる。
・グループでの鎌倉時代の歴史
描写の形成に協同して取り組ん
でいる。
・各グループの歴史描写につい
ての討論に参加している。
・鎌倉時代の歴史描写を自身で
形成しようとしている。
・現代の鎌倉時代の名残の調査
結果を持参している。
・鎌倉時代の意味を自身の生活
世界に即して考えようとしてい
る。
・各史資料からその時代や筆者
の意図を読解している。
・各史資料から読解した意図を
関連づけて鎌倉時代を描写する
ための意図を解釈している。
・各グループで史資料全体から
鎌倉時代を描写するための意図
を構築している。
・史資料を再検討し，鎌倉時代
の歴史描写を自身で形成するた
めの意図を再構築している。
・鎌倉時代の現代的意味を読み
取る史資料を読解している。
・自身の生活世界に即して史資
料の意図を読解している。
・史資料から構築した意図
に基づいて鎌倉時代の歴史
描写をグループで考察して
いる。
・他グループの歴史描写と
比較し，根拠に基づいて鎌
倉時代を描写するための意
図を判断している。
・根拠ある意図に基づいた
鎌倉時代の歴史描写を自分
の言葉で表現している。
・鎌倉時代の現代的意味を
自身の生活世界に即して判
断し，表現している。
総
括
的
評
価
・史資料のその時代や筆者の意図から伝説が史実となる現実意識を読み取っている。
・史資料のその時代や筆者の意図にみられる時代の区切りから時間意識を読み取っている。
・史資料のその時代や筆者の意図にみられる時代の共通性や変動性から歴史性の意識を読み取っている。
・史資料のその時代や筆者の意図から当時の政治意識やアイデンティティ意識を読み取っている。
・グループや各自で形成した鎌倉時代の歴史描写が現実意識，時間意識，歴史性の意識，政治意識，アイデンティ
ティ意識に基づいている。
・鎌倉時代の現代的意味の表現が現実意識，時間意識，歴史性の意識，政治意識，アイデンティティ意識に基づ
いている。
（筆者作成）
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ける鎌倉時代の意味を読み取る場面では史資料読解コンピテンスや解釈コンピテンスを，グループや個人
で鎌倉時代像を構築したり，現在における鎌倉時代の意味を考察したりする場面では4つ全てのコンピテ
ンスの育成を意図して授業を構想する。第2は，各時期における鎌倉時代の意味から鎌倉時代を解明した
り，鎌倉時代の解釈を形成したりする場面で生徒の活動を設定している点である。鎌倉時代を捉える理論
を史資料を通して探求する過程として教育内容を編成する従来の授業構想とは異なり，各時期における鎌
倉時代像やグループでの鎌倉時代像を通して生徒各自が鎌倉時代像を再構築する過程として教育内容を編
成している。
この授業構想に基づいた教授・学習計画書は，以下の点で従来の教授書と異なっている。第1が，鎌倉
時代像を考察するための指示が多く設定されている点である。教授・学習計画書では，教師の発問を教師
の働きかけの中心に置く従来の教授書とは異なり，生徒各自が鎌倉時代像を構築したり，現在における鎌
倉時代の意味を考察したりするための活動を支援するための指示も重要な教師の働きかけとしての役割を
担っている。第2が，各活動において獲得できるコンピテンスや歴史意識の次元が想定されている点であ
る。各時期における鎌倉時代の意味を問うということは，その時期の人々が鎌倉時代を通して自らのアイ
デンティティを形成することを意味しており，その形成は現実意識を育成することになるため，本単元で
はとりわけ，アイデンィティ意識や現実意識の育成を重視した説話や絵画を読み解く活動を多く取り入れ
ている。第3が，史資料から読み取れる，その時代や作者の意図を重視している点である。読解する史資
料には時代背景や作者の作為的な意図が内在する。この意図を十全に解釈することができなくては，各時
期における鎌倉時代の意味を問うことは難しい。本単元では，この意図を解釈したり，時代を解釈するた
めに意図を再構築したりする活動を想定している。第4が，鎌倉時代像を構築するために読解活動や解釈
活動を促す協同学習の手法を採用している点である。各時期における鎌倉時代の意味を問うために，各時
期の多様な史資料を読解・解釈することが生徒には求められる。この活動を個人で行うには限界があり，
より質の高い活動を保証するために全員で考えを出し合うバズ＝グループや事象を関連づけて意味を形成
するためのワード＝ウェッブ，鎌倉時代の解釈を構築するためのコラボラディブ＝ライティング等の協同
学習の手法を取り入れている。
以上の史資料に内在する意図を読解・解釈する協同での学習に基づいて，鎌倉時代の意味を問うという
授業構想を具体化している。
本単元に関する評価規準は，多様なコンピテンスの到達度を評価することを図っている。本単元での生
徒の活動では，多様な史資料からの意図の読解・解釈が重要であるので，本評価規準は，意図を中核とし
て多岐に亘るコンピテンスを評価するよう試みている。その評価規準とは，多様な史資料に内在するその
時代や筆者の意図を読解・解釈し，それらの意図を関連づけて判断することで意図を再解釈し，自らの鎌
倉時代解釈を形成するための意図を再構築することで，鎌倉時代解釈をグループや個人で形成するという
一貫した生徒の活動を評価する規準である。さらに，総括的評価として歴史意識の到達度を評価する規準
を組み入れている。
Ⅳ．研究の総括
本稿は，日本とドイツの歴史意識研究の継続研究の最終段階に位置づき，構想した歴史教育論に基づい
て日本史授業を開発することをめざした。
第Ⅱ章で概略を示した歴史教育論は，日本とドイツ両国の歴史教育学研究の課題を克服するために両国
の成果を取り入れ止揚したものである。そのため，この歴史教育論は日本の歴史学習を変革するための理
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論レベルの方途と方策を提示しているといえよう。
第Ⅲ章で提案した日本史授業は，歴史意識の次元から導かれた，教師が到達させたい歴史認識と子ども
のコンピテンス活動の相互作用を通して子ども自身が歴史認識を形成することで歴史意識を育成すること
を図っており，両国の歴史教育学研究の課題を克服するものとなっている。そして，子どものコンピテン
ス活動や歴史認識や歴史意識を評価するための評価規準を設定することで，その育成の保証を図ってい
る。そのため，開発した歴史授業と評価規準は日本の歴史学習を変革するための実践レベルの方途と方策
を提示していると考えられる。
これより，本継続研究は日本の歴史学習の変革を可能にする歴史教育論を構築することで理論レベル，
その歴史教育論に基づいた日本史授業を開発することで実践レベルの変革の方途と方策を示していると判
断できよう。以上をもって，2つの目的を達成した本継続研究を締めくくることとする。
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